別紙２　　　　　　　　　【非開示希望事項に赤線を引き，当該項目は原則非開示扱いとする。】
	注１　該当する項目の □ に ☑ のようにチェックし，必要事項を記入してください。

注２　他の当事者等に知られても構わない項目（すでに他の当事者等が知っているなど，非開示情報とする必要のないもの）については，「□ 知られても構いません。」にチェックしてください。

注３　他の当事者等に知られたくない項目については，「□ 知られたくないので，非開示希望の申出をします。」にチェックしてください（他の当事者からの暴力があるなど相当な理由がある場合）。当該項目につき非開示希望の申出があったものとして，原則，他の当事者等に開示しない（当該項目の閲覧謄写を許可しない）取扱いをします。なお，非開示希望の連絡先が記載された資料を裁判所に提出する際には，別途，当該部分を自分自身でマスキングした上で提出する必要があります（「家庭裁判所に提出する書面について」を参照してください。）。


※　ボールペンで記入し，訂正箇所には訂正印を押してください。
□(家イ)
令和 　　 年　　　　　第　　　　　　号
□( 家 )

連絡先等の届出書
１　裁判所からの書類の送付先（送達場所）について
□ 申立書記載のとおり
□ 以下のとおり（アパート名，部屋番号，「〇〇方」まで漏れなく記載してください。）

　　〒　　　　　－　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

この場所は,私の □住居所，□実家，□勤務先，□その他(　　　　　　　　　　)です。
　　　　　　　　　   　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　 
　　□ 知られても構いません。　　　□ 知られたくないので，非開示希望の申出をします。


２　平日昼間の連絡先について
　　
電話番号　　　　　－　　　　　　－　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[bookmark: _GoBack]　　　　　この番号は，私の □自宅，□携帯電話，□その他(　　　　　　　　　　　　)です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 

　　　　　日中の応答しやすい時間帯は，　　　 ：　　　 ～　　　 ：　　　　 頃です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　□ 知られても構いません。　　　□ 知られたくないので，非開示希望の申出をします。


　　　　令和　　　年　　　月　　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

□ 申立人 ／ □ 相手方　
□ 　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
